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授業はまじめに聞いている。がそれだけで終わってしまっている。
時間がたつと授業内容を忘れてしまうというよくない結果に。

授業を聞き、宿題もする。しかし採点してその結果に一喜一憂。なぜ間違ったのかも考え
ずに、正しい答えを色ペンで間違った答えの横に書いて提出するという一般的に一番多い
タイプ。小学生のうちはこの勉強でなんとかなっても内容が難しくなってくると成績はジ
ワジワと下降してしまいます

なぜ間違ったのかを考えて行動する一歩進んだ優等生タイプ。このタイプも小学校の学習
内容のような比較的簡単なものであれば問題ありませんが、内容が難しくなるとついて行
けなくなります。それはなぜか？解説内容や先生の説明を理解する「読解力」が足りず
に、わかったつもりなってしまうからです。

塾に通うと、類似問題を出してくれます。ひたすらこれを繰り返せばある程度、点数が取
れるようになりますが、一定のレベルで成長は必ず止まってしまいます。この方法では止
まってしまった壁を越えることは残念ながらできません。
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ただ、塾に通っている
だけの状態の生徒

※やる気がなくて勉強を全くやっていないという生徒は除外しています。
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なぜ間違ったのかにはいくつかのタイプがあることに気がついている生徒。優等生！
ただのミスなのか？考えた結果書いて間違ったのか？まったく手も足もでなかったのか？
それぞれ攻略方法は異なります。しかし、どうやってそれらを対策するればよいかを的確
に指導してくれる学校や塾はほとんどないのが現実。結局一つ前のタイプ同様に類似問題
を解くことを繰り返すことになり、壁にぶつかりなかなか自力では越えることができませ
ん。

成績が思うように上がらない。一定以上上がらない。ミスが減らない。勉強時間が長くなって辛い・・・このような壁で限界を感じてしまう生徒がとても多いです。無理に越えようと勉
強時間を増やしてもこの壁は越えられません。
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お子様はどの段階？
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